
四ーにおける防謹措置の考え方 I ヽ7内閣府Cabinet Orlict, Government or Japan 

► 全面緊急事態となった場合、放射性物質の放出前の段階においては、予防的防護措置として、 PAZ
内における住民の即時避難開始とともに、 UPZ内においては住民の屋内退避を開始する。

► 放射性物質の放出に至った場合、 放射性プルームが通過している間に屋外で行動するとかえって被ば
くのリスクが増加するおそれがあるため、屋内退避を継続する。

► その後、 原子力災害対策本部が、 緊急時モニタリングの結果に基づき、毎時20µ Svを超過した時から概
ね1日が経過した時の空間放射線量率が毎時20μ Svを超過している区域を特定。当該区域の住民

は原子力災害対策本部の指示により1週間程度内に一時移転を実施する。

UPZ内の防護措置の基本的な流れ

放射性物質の放出

屋内退避
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※ 空間放射線量率が毎時SOOμSv超過 (Olll)となる区域が特定され
た場合は当該区域の住民を速やかに避難させる．
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|―時移転等に備えた関係者の対応 ―| 
乙 内閣府
Cabin<! Offiet, Government of Japan 

► 佐賀県、唐葎し市及び石芳五市は、警戒事態で災害警戒本部を設置し、施設敷地緊急事態で災害対策本部に移行。”つ い富りし

► 長崎県、福岡県及び関係市町（唐津市及び伊万里市を除く）は、警戒事態で災害警戒本部を設置し、全面緊急事態で災害対策本部に移

行。
► 関係市町は、職員配置表に基づき、対象となる各地区に職員を配置。
► 佐賀県、長崎県、福岡県は、住民の一時移転等に傭え、 I＼・ス会社等にI＼次の派遣準備を要請。

> 佐賀県、長崎県は、住民の一時移転等に傭え、船会社に旅客船等の派遣準備を要謂。また、糸濱泊『は市営渡船、福岡県は県の所育船

の派遣準傭を開始。
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I一時移転等を行う際の情報伝達 I 乙内閣府Cabinet om≪, GOl'<rnmc.nt of Japan 

► 一時移転等の指示は、国の原子力災害対策本部から、佐賀県、長崎県、福岡県及び関係市町に対
し、TV会議システム等を用いて伝達。

► 佐賀県、長崎県、福岡県、関係市町、関係機関から、住民、自治会、消防団、農協、漁協、教育機関、
医療機関、社会福祉施設等へは、防災行政無線、広報車、緊急速報メールサ＿ピス、電話、 FAX等のあ
らゆる情報発信手段を活用して必要な情報を伝達。

佐賀県災害対策本部
（佐賀県庁）

畏崎県災書対策本部
（畏崎県庁）

襴岡県災●対策本部
（襴岡県庁）
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lupz内の観光客等一時滞在者の避難等 I 乙内閣府Cobintt Orfict, Gowrnmtnt or Japan 
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佐賀県、長崎県、福岡県及び関係市町は観光客等一時滞在者に対し、警戒事態において、帰宅等を呼びかける。

自家用車等により速やかに帰宅等可能な一時滞在者は、警戒事態の段階で、自家用車等にて帰宅等を開始。

路線l＼・ス等公共交通機関も利用できない観光客など、帰宅等に時間を要する一時滞在者については、宿泊施設等

へ移動。その後、全面緊急事態までに、公共交通機関を利用し帰宅等可能な一時滞在者は、帰宅等を実施。

全面緊急事態の段階までに帰宅等が困難な一時滞在者は、宿泊施設等において屋内退避を実施し、その後、 OIL

基準に基づく一時移転等の指示があった場合には、徒歩等により一時集合場所に集まり、佐賀県、長崎県、福岡県

及び関係市町が確保した車両で一時移転等を実施。

く観光客等一時滞在者の避難の流れ＞
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※ 遷纏退鑢崎検査の冥擁
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